
=F6+($A7-$A6)*(E$4/(F$2-D$2)*(D6-F6)+G$4/(H$2-F$2)*(H6-F6))/(0.5*(F$2-D$2)*E$3+0.5*(H$2-F$2)*G$3)
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図 1　　壁体内伝熱の時刻変化を求める準備

図２　　第 1層，第 2層の温度を求める（時刻 t=0）

「D7」セル：　次の時刻の T0  (t=0)

「F7」セル：　次の時刻の T1 の  (t=0)

=D6+(A7-A6)*(23*(C6-D6)+E$4/(F$2-D$2)*(F6-D6))/((0.5*(F$2-D$2))*E$3)
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③経過時間。180 秒ごとに、
3600 秒分用意しておく。

②最初は内外気温と壁体内を全て 5℃
としておく。
7行目以降は、室内のみ 20℃に保つ。

①深さ xは単位がm。ま
た、容積比熱と熱伝導率
は、ｘの間に埋めていく。
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